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正孔を ドー プされる前のLa2Cu04の電子状態払 バンド理論 8)の措像によれば,Cu3dお












る超伝導酸化物 (Nd2CuO4)の場 合 10)は,上の場合と対照的に, ドー ピングによって注入 され
た電子かUHBの下辺 に存 在 す る と考えられる｡いずれにしてもキャ リアーがバンド･エ ッジ
に存在することが重要 で あ る｡






をとる｡ここに,niq- af6ai｡,また on-site反発ポテンシャルUi軌 d-siteではUd,p-
siteでは U,と2種の異った値をもっが,U,～0,Ud -Uと近似する｡かくしてもとの電子系
はシングル ･バンド･ハミル トニアン






















上記の事実は超伝導を担 うクーパー対を作 らせる引力的相互作用が間接的または(および )
直接的にキャリアー濃度に依存することを強く示唆している｡以下においーて銅酸化物高温超伝
導状態に導く相互作用の特徴を くキャリアー濃度に依存する"という点にしぼってハ ミルトニ


































Ec-ig1芸 .言方uq(勅 ･ i ) (3･8,
と近似することができるoここに,症 bqはプラズモンの生成および消滅演算子である｡ま
た, 2次元プラズモンの分散関係は q- 0の極限で
























































一- - 慧 lv (q,]2且-B方a'q 7na･妄
2次元フ- リェ成分は V(q)-2ZC/q,またa,q≦ a,oであるから,(4･7)の最小値は























































H-∑Eka主qak6一 弘 ∑′klO q,kp k 2
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